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■徳川将軍が宿泊した城　江戸時代に徳川幕府が
開かれ、日光に初代家康を祀

まつ

る東照宮が造られると、
将軍家による日光社参が行われるようになりました。
その規模は、8代将軍吉宗の場合でみると、行列の
人数が約13万人、人

にん

足
そく

が約22万人、馬が約32万
頭という大行列で、幕府の権力の強さを示す大規模
なものでした。その社参の際に、将軍の宿泊所とし
て宇都宮城は使われました。
■釣

つ

り天
てん

井
じょう

伝説　宇都宮城には、徳川将軍の宿泊
にまつわる伝説があります。宇都宮城主であった本
多正

まさ

純
ずみ

が、徳川家康の孫である駿
する

河
が

大納言忠
ただ

長
なが

を
3代将軍にしようと考え、日光社参のため宇都宮城に
宿泊する家光を釣り天井で暗殺しようと企てますが、
事前に計画がばれてしまい、失敗に終わるという話
です。この物語は史実とは異なりますが、1622年に
2代将軍秀忠が日光社参の際、往復とも宇都宮城に

宿泊する予定が、急に帰り道の予定を変えて宇都宮
城を避け、江戸に帰ってしまい、その後、正純は宇
都宮城を取り上げられてしまったことが元となっていま
す。この話が後に講談や歌舞伎の題材として脚色さ
れ、宇都宮城を舞台とした「宇都宮釣り天井事件」
として世に知れ渡ったのです。
■市民の憩いの場　宇都宮
城　この宇都宮城は、高度経
済成長期に一部を残し、埋め
立てられてしまいましたが、平
成19年に宇都宮城址公園の
再整備により、現在の姿に生まれ変わりました。毎年
10月には、日光社参を模した社参行列などを行う「伝
統文化と歴史の祭典　宇都宮城址まつり」を開催
するなど、今では市民に親しまれています。
問文化課☎（632）2764

市民俳歌柳壇市民俳歌柳壇

◎俳歌柳壇　応募方法　１人に付き俳句３句、短歌３首、川柳３句以内。対象は市内在住の人で、未発表
作品に限ります。はがきに、作品 （漢字にはふりがなも付けて）・住所・氏名（ふりがな）・応募する壇名
を書き、毎月20日（消印有効）までに、〒320-8540市役所広報広聴課へ。俳句・短歌・川柳の併記は不可。
市内に在住か通学している小・中学生からも応募をお待ちしています。問広報広聴課☎（632)2028
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と
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葉
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。
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取
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感
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独
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独
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。
そ
の
最
初
が
学
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あ

ろ
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。
小
学
校
か
ら
大
学
ま
で
、
そ
の
成
績
を
競
い
合
い
、
勤
め
の
中
で
は
、
そ
の
ポ
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。
ま
た
、
隣
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新
車
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と
、
ワ
ン
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ど
、
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て
し
な
い
競
争
が
続
く
。

▲宇都宮城址まつり
　社参行列
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